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４．欠席委員　　泉　智宜委員　　福原　秀和委員
５．議事に参与した者

　　事務局長　　澤　修平　　  事務局次長　　山下文次
　笠利分室長　中尾豊和　
住用分室長　納　保敏　　　住用分室主幹　用稲工巳　
農林振興課　吉原主事

６．報告事項

　　　　・出張報告(会長・局長、次長)
　　　　・笠利地区農地パトロールの日程について

　　　　・電気通信事業用無線基地局建設のための除外ヶ所について（3件）
　　　　・６月定例総会日程について
７.議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第26号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第27号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第28号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
議案第29号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定

について(奄美市長分)

議案第30号　住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第31号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定

について

議案第32号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第33号　奄美農業振興整備計画変更申請(重要な変更：除外)に伴う
　　　　　　意見書について
議案第34号　平成24年度目標及び達成に向けた活動の点検・評価及び
　　　　　　平成25年度目標と活動計画の承認について
（4） 協議事項

・耕作放棄地に係わる指導について
・耕作放棄地再生事業について(農林振興課　吉原主事)
（5） その他
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２０人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２５年第５回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は泉委員・福原委員）
それでは、議事日程に入ります

日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に１０番 南　利郎委員と１１番 松崎文好委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は日程通知のとおり議案第２６号から議案第３４号までの９件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は１日と決定いたしました。
本日の議案日程はあらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
それでは直ちに議案等の審議に入ります.

日程第３
議案第２６号農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（澤局長）

（事務局の朗読及び説明）　

№18につきましては、渡人が高齢のため子供に贈与によります所有権移転でございます。受人は果樹を栽培しており、規模拡大のためと思われます。別段面積は問題ありません。

№19につきましては、売買によります所有権移転でございます。受人は畜産農
家であり規模拡大のためと思われます。生産牛83頭を飼養しており、農機具はトラクター2台、２ｔトラック等を所有しております。別段面積は問題ありません。

№20につきましては、贈与によります所有権移転でございます。この土地は４
月の定例総会で２，１９６㎡を利用権設定をしており、今回、１，２５１㎡を合意解約をしております。受人はさとうきび、果樹、野菜等の栽培を計画しております。別段面積は問題ありません。

農地法第３条第2項の各号該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。以上3件です。
(前山会長）
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　榮委員
（榮委員）

　議案第26号農地法第3条の規定による№18の案件について、調査報告をいたします。梅雨の貴重な晴れ日の5月20日の午前9時30分、申請人の自宅において直接お話を伺いました。譲受人、譲渡人は親子関係にあり現在、同居されております。今回、所有権移転は生前贈与の形での申請をされたということです。申請農地は安木屋場地区にあり、譲渡人が山を切り開いて開拓された段々畑の果樹園でした。周辺一帯はたんかんを専門とした果樹農家であります。周辺農地への影響も懸念されることなく、問題はない案件かと思います。なお、農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。皆様のご審議方よろしくお願いします。報告終わります。
（前山会長）
　№19について、肥後委員

（肥後委員）
　農地法第3条の規定による許可申請の№19の受人については、申請書のとおり間違いありませんということを確認しましたので、報告いたします。皆様のご審議よろしくお願いします。
（前山会長）

　譲渡人・土地について、野﨑委員

(野﨑委員)
　農地法第3条許可申請の№19の調査の説明をいたします。渡人は、私の集落の方で10年前から体調を崩しておりまして、農業はしておりませんで、鹿児島に在住の娘さんのところに先月引越をして、入院されているということで、5月17日に娘さんに電話で確認いたしましたところ間違いないということでした。農地は数年前から親戚の方が借りて耕作をしておりました。なお、農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。委員の皆様のご審議方よろしくお願いします。

（前山会長）
　続いて№20をお願いします。野﨑委員

(野﨑委員)

　農地法第3条№20の許可申請について調査の説明をいたします。18日午後5時に譲受人・譲渡人の自宅を訪問いたしまして、調査をいたしました。譲受人の奥さんと譲渡人は兄姉であります。譲渡人の父親が子供に財産分与をしてありましたが、所有権移転をしてなかったため、今回、贈与での申請になったということです。なお、農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。皆様のご審議方よろしくお願いします。以上です。

　
(前山会長)

　それでは本案に対する質疑に入ります。

質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第２６号農地法第３条の規定による許可申請については、担当調査員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか。
(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。
よって

議案第２６号農地法第３条の規定による許可申請については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　尚、私が５条の№１３で報告がありますので、議事進行を会長代理の松崎委員に代わります。
（松崎代理）

日程第４
　議案第２７号農地法第５条の規定による許可申請についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
　
 №13につきましては、駐車場を整備するための転用と所有権移転でございます。駐車場は現況の更地をそのまま利用するため、費用が記入されていません。又、申請地は数年前に購入されていましたが、登記がされず今回の申請となっております。農地区分は土地区画整理法第2条第1項に規定する土地区画整理事業の施行に係わる区域内にある農地であるため、第3種農地と判断いたします。

　№14につきましては、受人は造園業を経営しており、現在の資材置き場が手狭になり、隣接地の農地を購入し、資材置き場と駐車場を整備するための転用と所有権移転であります。農地区分は土地区画整理法第2条第1項に規定する土地区画整理事業の施行に係わる区域内にある農地であるため、第3種農地と判断いたします。以上2件でございます。

(松崎代理)
本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
前山委員
（前山委員）

　農地法第5条№13について、調査報告いたします。21日の昼に受人と現地において聞き取り調査をいたしました。この件は土地区画整理事業区域内にありますが、この事業が始まる20数年前に申請地を購入してあったということでした。その後、土地区画整理事業で現在の場所に配分されたようです。駐車場は宅地造成されておりますので現況のままで利用するということでした。　土地の対価370，000円とありますが、間違いないとのことです。以上報告終ります。

(松崎代理)
　譲渡人について、喜野委員
(喜野委員)
　議案第27号№13の渡人について、農地法第5条に係わる調査報告を行います。5月21日10時30分に渡人の自宅を訪問し面談いたしました。渡人は高齢で体調が悪いため、娘に話を伺いました。父から話を聞いているとのことで土地の所在及び申請内容に相違ありませんとの事で確認をいたしました。以上です。
(松崎代理)

　土地について、行委員

(行委員)

　議案第27号農地法第5条第1項の規定による許可申請について、事前調査報告を行います。5月18日午後2時に土地を確認に行きましたが、なかなか場所が分からず、受人に電話を入れまして案内をしてもらいました。申請地は山裾にあり、周りには農地はなく、左側は建設会社の駐車場と市の資材置き場がありました。農地としては不適当な場所でした。以上、報告終わります。
(松崎代理)　
　№14について、行委員

(行委員)

　議案第27号農地法第5条第1項の規定による許可申請について、事前調査報告を行います。5月18日午後4時に土地のある現地で受人の妻に聞きとり調査をいたしました。現在の資材置き場が狭いためとのことでした。申請書に間違いないことを確認いたしましたことを報告いたします。
(松崎代理)
　事務局

（山下次長）
　議案第27号農地法第5条議案番号№14の譲渡人は鹿児島在住のため、5月21日火曜日午後3時に電話で確認したところ、所有権移転は申請書のとおり事実であるとのことでしたので、報告いたします。
（松崎代理）
　土地について、行委員

（行委員）

　この土地は、北側の畑から３ｍの擁壁で保護されており、東側は宅地でブロック塀が設置されていました。西側は受人所有の資材置き場で、南側は道路となっておりました。以上報告終わります。
（松崎代理）
　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

昇委員
（昇委員）

№13の33ページに整地済みとありますが、詳しくお聞かせください。

（松崎代理）

　行委員

（行委員）

　申請地は、草などが刈り取られておりました。また、この土地は土地区画整理事業区域内の土地でありますので、そのままの状態で使うそうです。

（松崎代理）

　他にございませんか。

(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第２７号農地法第５条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第２７号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。

　会長に交代いたします。ご協力ありがとうございました。
　暫時休憩いたします。
（前山会長）
休憩前に引き続き再開します。

日程第５
　議案第２８号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２８号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２８号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（前山会長）
日程第６

　議案第２９号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定についての奄美市長分についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤事務局長）

　（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第２９号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２９号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の合意解約決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（前山会長）
日程第７

　議案第３０号住用地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（用稲主幹）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　與島委員

（與島委員）

　№3の借り人はいつ認定農家を外れたか、また、住用地区の認定農家が何名なのか教えていただけませんか。
（前山会長）

　事務局

（用稲主幹）

　認定農家をいつ外れたかは、分かりませんが再認定の手続きをしなかったのではないかと思われます。住用地区の認定農家は10名です。

（前山会長）

　認定期間は5年間ですので、5年ごとに再認定の手続きする必要があります。他にございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３０号住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第３０号住用地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　議案第31号№1につきましては、肥後委員に関連する案件が含まれておりますので、先に№１を審議いたします。
尚、肥後委員につきましては、農業委員会法第24条の規定に基づき議事参与の制限により、当事案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案が終了後に入室・着席していただきます。

日程第８
　議案第３１号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定についての№1についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３１号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定についての№１については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第３１号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の合意解約決定についての№１については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（肥後委員入室・着席）
議案第３１号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定についての№２についてを議題といたします。

　事務局に説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　質疑ございませんか。
　

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３１号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定についての№２については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第３１号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の合意解約決定についての№２については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
議案第３２号につきましては、肥後委員、南委員に関連する案件が含まれておりますので、先に№１から№７までを審議いたします。

日程第９
　議案第３２号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№１から№７についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　
 (「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３２号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№１から№７については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第３２号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についの№１から№７ついては、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
№８の議案につきましては、肥後委員に関連する事案が含まれておりますので、農業委員会法第24条の規定に基づき議事参与の制限により、当事案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案が終了後に入室・着席していただきます。

議案第３２号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№８についてを議題といたします。

　　事務局に議案の説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の説明）

（前山会長）

質疑ございませんか。昇委員
（昇委員）

　これは事業を導入するためですか。

（前山会長）
　事務局

（中尾分室長）

　耕作放棄地再生利用緊急対策事業を導入するため、今回は使用貸借での契約でございます。
（前山会長）
　この事業を導入するには、賃貸借では導入できないため、先ほど合意解約を行い、今回は使用貸借での契約となっております。協議会の中で事業について研修会がございますので、質疑をお願いします。他にございませんか。

　松崎委員
（松崎委員）
　この事業を導入してから何年後から賃借料をもらえますか。

（前山会長）

　事務局
（中尾分室長）

　５年後からになります。

（前山会長）
　他にございませんか。

 (「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３２号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№８については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第３２号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についの№８ついては、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（肥後委員入室・着席）

№９～№22の議案につきましては、南委員に関連する事案が含まれておりますので、農業委員会法第24条の規定に基づき議事参与の制限により、当事案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案が終了後に入室・着席していただきます。

議案第３２号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についての№９～№２２についてを議題といたします。

　　事務局に議案の説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の説明）

（前山会長）

質疑ございませんか。
　

 (「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３２号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についての№９～№２２については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第２４号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についの№９～№２２については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（南委員入室・着席）

日程第１０
議案第３３号奄美農業振興地域整備計画の変更（除外）についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

　店舗付きの一般住宅の建設を予定しております。現在は大阪に在住で夫が定年をしたら島に帰郷し親を介護するといことです。代替え地も2カ所検討されておりますが、条件が合わなかったようです。また、除外の５要件はすべて満たしていると判断いたします。
（前山会長）

　吉原主事

（吉原主事）

　先ほど、事務局長からもご説明がありましたとおり、除外要件につきましては、奄美市の除外5要件、代替地の検討及び外周部の検討については、要件を満たしているため除外はやむ得ないものと考えます。
（前山会長）

地区担当委員の意見を求めます。

　事務局
（中尾分室長）

　議案第３３号奄美農業振興地域整備計画の除外についての案件につきましては、申出者に5月22日水曜日8時40分に電話で確認をしたところ、奄美農業振興地域整備計画の除外についての申請は、申請書のとおり事実であるとのことでしたので報告いたします。

（前山会長）

　南委員

（南委員）

　議案第３３号奄美農業振興地域整備計画の除外について、申請のあった笠利町大字平字アサラ原６７１番１の土地については、5月10日午前11時30分に中尾分室長、前田委員、松崎委員、前山会長、澤事務局長に私を含めて6名で現地を確認致しました。申請地は現在、作付がされておらず更地の状態で、農用地区域の外れにあり、また、西側は市道に面し、周辺農地に支障を与える影響は少なく、除外についてはやむ得ないものと考えます。委員の皆様のご審議よろしくお願いします。
（前山会長）

　前田委員
（前田委員）
　ただいま、南委員から現地調査の報告がありましたとおりでございます。委員、事務局6名で現地を確認いたしました。除外については、やむ得ないものと考えますので、委員の皆様のご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　松崎委員
（松崎委員）
　議案第33号について、5月10日金曜日午前11時50分に前山会長、局長、次長、笠利分室長、担当委員南委員、前田委員、私の８名で現地を確認いたしました。報告のとおり問題はないものと考えますので、皆様のご審議方よろしくお願いします。
（前山会長）

これから本案に対する質疑に入ります。

　質疑ございませんか。吉委員
（吉委員）

　2点程お聞ききしたいと思います。申し出人の年齢と土地はどの位置になるか教えていただきますか。
（前山会長）
　事務局

（中尾分室長）
　分筆してありますので、87ページの図面にありますように671-1と671-2の間に申請地の671-7が入ります。年齢については不明でございます。

（前山会長）

　他にございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。
議案第３３号奄美農業振興地域整備計画の変更（除外）については、これを適当と認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。
よって

議案第３３号奄美農業振興地域整備計画の変更（除外）について，審議の結果これを適当と認めることに決定いたしました。
日程第１１
議案第３４号平成２４年度目標及び達成に向けた活動の点検･評価及び平成２５年度目標とその達成に向けた活動計画についてを議題とします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

　3月14日から4月12日までの1ヶ月間市のホームページに掲載し、市民の意見を募集してその意見を踏まえての24年度の評価と25年度の目標と活動計画を立てなければなりませんでしたが、この期間中に市民からの意見は１件もありませんでしたので、この案のとおり決定していただき県へ報告いたしたいと思います。若干の訂正等はあると思いますのでご了承願いたいとおもいます。今後このような内容で計画しておりますので、委員の方々のご協力もお願いします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。

　質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。
議案第３４号平成２４年度目標及び達成に向けた活動の点検･評価及び平成２５年度目標とその達成に向けた活動計画については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって

議案第３４号平成２４年度目標及び達成に向けた活動の点検･評価及び平成２５年度目標とその達成に向けた活動計画については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
以上で、本日に用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
連絡事項等があるようですから、これから協議会へ移します。

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で、本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。　お疲れ様でした。
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